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【募集要項】

応募締め切り：2026年1月7日(水) 23:59（JST）

2026年1月13日(火) 23:59（JST）
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0 1 OUTLINE ｜ コース概要
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目的

バイオメディカル分野の起業家が、ブートキャンプやメンタリング、ネットワーキング等を

通じて適切なCo-Founder/チームメンバーを見つける。

対象者

ステージ

分野

その他

主な対象

※1 渡航対象者等の応募条件の詳細は「04|対象者・応募要件」をご確認ください

バイオメディカル分野で、米国をはじめとする海外展開を目指し、

海外のCo-Founder/チームメンバーを求める日系スタートアップ※1

プレシード～シリーズA

バイオメディカル ※2、創薬等

• 海外のCo-founder/チームメンバーを探していること

• 通訳を介さず英語での講義受講・ネットワーキングイベント参加等が可能な

語学力を有していること

１

２

３

海外展開における適切なチーム組成に必要な知識の習得と理解

個別メンタリング

多数のネットワーキングイベントへの参加

派遣先

米国(ニューヨーク・ボストン)

※2 バイオメディカルは、再生医療等



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 全体像

4 ※プログラムの実施内容・形式等は変更になる可能性があります

対面ブートキャンプ

（1週間）

ニューヨーク・ボストン

(各都市1週間/計2週間)

国内プログラム1 現地渡航プログラム2

米国での共同創業者パートナーシッ

プを成功させるために必要な基礎的

スキルとマインドセットを身につける。

渡航プログラムでは、現地起業家や、大学およびビジネススクールの学生、

その他バイオメディカルコミュニティでのネットワーキングに参加。

Co-founder候補やポテンシャルチームメンバーの発掘、

人的ネットワークの形成を行う。

オンライン個別メンタリング

（3週間程度）

米国の専門家による個別指導を

通じて参加者がCo-Founder/

チームメンバーマッチングに向けたピッチ

を洗練させ、事業コンセプトを強化で

きるよう支援。



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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国内プログラム1

最大10社定員

日程 2026年2月～３月 形式：対面(東京)・オンライン

概要

• 対面ブートキャンプ(1週間) ※2026年2月2日(月)～2月6日(金)

– プログラムオリエンテーション

– チームビルディングに必要なコミュニケーション力・ピッチスキル等基礎知識の習得

– ライフサイエンス分野の創業者を招いたパネルディスカッション

– ネットワーキング

• オンライン個別メンタリング(約3週間)

– メンタリング

※ 使用言語：英語

※ プログラムの内容は変更となる場合があります

米国の専門家による個別指導を通じて参加者がCo-Founderマッチングに向けたピッチを洗練させ、事業コンセプトを強化できるよう支援。

米国での共同創業者パートナーシップを成功させるために必要な基礎的スキルとマインドセットを身につける。



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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現地渡航プログラム (ニューヨーク・ボストン)2

ニューヨークとボストンにそれぞれ1週間ずつ滞在。現地で開催する多くのネットワーキングイベントを通じてCo-Founderおよびチームメン

バー候補とのマッチングを行う。 各渡航先最終日にはピッチイベントを開催予定。

最大10社定員

概要

【ニューヨーク】 (1週間) ※2026年2月23日(月)～2月27日(金)

【ボストン】 (1週間) ※2026年3月2日(月)～3月6日(金)

• ネットワーキング

– 地元起業家や起業に関心を有する優秀な現地学生、ならびに現地ライフサイエンス分野の起業志向者コミュニティとの

ネットワーキング機会を提供し、co-founderやチームメンバー候補の発掘、人的ネットワーク形成を目指す

– スピードデーティング

※ 使用言語：英語

※ プログラムの内容は変更となる場合があります

2026年2月～3月 形式：対面(現地渡航)日程



02 PROGRAM STRUCTURE ｜プログラム構成 –メンターの紹介
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Vinit Nijhawan
Managing Director | MassVentures

Vinit Nijhawan is a strategic visionary who has built 

technology organizations acquired by Boeing, Motorola, 

and Qualcomm. He led Boston University's Office of 

Technology Development from 2010-2016 and currently 

serves as Managing Director at MassVentures, focusing on 

Deeptech investing and supporting academic spinouts.

Joel Berniac
President + Founder | BioFuturis, LLC

Dr. Joel A. Berniac is a French-born medicinal 

chemist with 24+ years in drug discovery and life 

sciences business development, having co-

founded biopharmaceutical company Akrivis 

Technologies and veterinary health company 

InnoZoa, with expertise in scouting novel 

technologies and creating value for early-stage 

companies in the US and Asia (including Japan).

Glenn Robertelli
Executive Director | RI BIO

Glenn Robertelli is co-founder and COO of Admetsys, a medical 

robotics and AI company developing real-time precision 

medicine platforms for hospitals and surgical care. An award-

winning entrepreneur with 25+ years of experience, he was 

named Entrepreneur of the Year by Entrepreneur Magazine and 

Top 10 Global Entrepreneur by AskMen's Magazine.

Shin Mukai
Cofounder, CEO, & CSO | New Wind Therapeutics

Dr. Shin Mukai is Co-Founder, CEO, and Chief Scientific Officer of 

New Wind Therapeutics, developing small-molecule inhibitors for 

pancreatic cancer treatment. He earned his PhD in Bio-Organic 

Chemistry and completed postdoctoral work at Brigham and 

Women's Hospital/Harvard Medical School.

Kristin Wagner
Principal, Owner | Veralur Consulting LLC

Kristin Wagner is a MedTech and digital health leader with 20+ 

years of experience at startups and multinationals including 

Philips, Draeger, and Hologic, specializing in health economics, 

reimbursement, and value proposition development. Based in 

Boston, she founded Veralur Consulting to guide MedTech 

startups—particularly those expanding into the U.S. market.

※あくまで一例であり、今後変更となる可能性がございます。



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 支援機関の紹介
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CIC Japan Desk

URL: Japan Desk | CIC 

CICは1999年に米国ボストンで設立。イノベーションを通じた世界中の課題

に対する ”解”の導出をミッションとし、起業家やビジネスの成長に資するワー

クスペースやプログラムの 企画・運営、強力なグローバルネットワークを提供す

る。これまでに北米、欧州、そしてアジ アに広がったイノベーション・キャンパス

は、累計約11,000の企業・組織が利用した。ジャパ ンデスクはボストンを拠

点に、日本発のイノベーションをボストンのエコシステムと繋ぐことで、 効果的

でスムーズな海外展開に貢献している。

https://cic.com/ja/%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b0%e3%83%a9%e3%83%a0/japan-desk/


03 SCHEDULE ｜スケジュール

3月 4月以降12月 1月 2月

9

参加者募集

書類審査結果通知

国内ブートキャンプ

オンラインメンタリング

現地渡航

フォローアップ

12月11日(木)～1月13日(火)

1月下旬

2月23日(月)~3月6日(金)

3月中旬～

2月2日(月)~6日(金)

2025年 2026年

2月中旬～3月

※スケジュールは変更の可能性があります。



04 ELIGIBILITY AND APPLICATION REQUIREMENTS｜ 対象者・応募要件
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応募要件定員

主な対象

最大10社 プログラム参加者は以下の全ての条件を満たすこと

• 日本国内の起業家および起業準備中であること

• 日本国内外で設立された日本人創業のスタートアップであること

• 海外での事業展開およびCo-founder/チームメンバーの獲得を目指し

ていること

• 通訳を介さず英語での講義受講・イベント参加等が可能な語学力を

有していること

• 海外展開について意思決定権をお持ちの方（取締役、海外展開責

任者）が参加可能であること

• 参加後のアンケート等に協力すること

*本プログラムは経済産業省・ジェトロが連携して行うプロジェクトであり、

随時、フォローアップアンケートや成長過程の調査を実施します

対象者

バイオメディカル分野で、米国をはじめとする海外展開を

目指し、海外のCo-Founder/チームメンバーを求める日系

スタートアップ

ステージ プレシード～シリーズA

分野 バイオメディカル、創薬系

その他

• 海外での事業展開および海外からのCo-Founder/

チームメンバー獲得を検討していること

• ネットワーク可能な英語力を有すること



05 COST-BEARING｜費用負担
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• 国内移動費

• 国内プログラム参加の際の移動費・宿泊費等

• 派遣先渡航費（航空券）

• 現地渡航中の移動、飲食費用、通信費、VISA代、

海外旅行保険費等のその他発生する費用

• その他「主催者ジェトロによる費用負担」以外のすべての費用

参加者による費用負担

• プログラム受講料

• 現地滞在プログラム実施期間中の宿泊費

※上記は全てジェトロにて手配の上、支給します。

参加者に上記費用を支払うものではありません

ジェトロおよび委託先による費用負担（現物支給）



06 SELECTION PROCESS・CRITERIA｜選考プロセス・基準
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• 将来的に米国を含む海外での創業（特に外国人起業家との共同創業）に関心があり準備がされているか

• アイデア・プロトタイプが明確であるか、社会の課題解決に貢献しているか

• ビジネスアイデアや事業内容に米国での事業展開の将来性や可能性を見出せるか

• 米国での事業展開意欲があり、その準備ができているか

• プログラム参加への志望理由が明確か

• プログラムを通して成長が見込まれる企業であるか

• 英語での講義を受講し事業を実施するのに必要な、英語力を有しているか

• 原則、今年度の他のJ-StarXプログラムにて渡航プログラムに参加していないこと

※ 本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドルステージ向け等)のJ-StarXプログラムへの申し込みは可能です。 重複の可否はジェトロにて判断いたします。

参加者募集 書類審査 参加者決定

選考基準



07 APPLY｜ 応募方法

13

応募フォーム

2026年1月7日(水) 23:59 （JST）締切

• 応募内容について、審査を行い、採択可否の通知を行います

• 英語ピッチ資料(pdf)のご提出が必要です。ピッチ提出リンクはこちら

※英語のピッチは10スライド以内で事業内容をまとめてください

• 審査結果に対する問い合わせには一切お答えできませんので、予めご了承ください

応募フォームプレビュー（フォーム内の質問をご確認いただけます。予め回答をご準備のうえ、フォームをご入力ください。）

応募フォームプレビュー（フォーム内の質問をご確認いただけます。予め回答をご準備のうえ、フォームをご入力ください。）

2026年1月13日(火) 23:59（JST）締切

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0084647F
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/ivd/biomedicaltf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2025/Medtech_application.pdf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2025/Biomedical_application.pdf
https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2025/Biomedical_application.pdf


08 NOTES｜ 注意・免責事項
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1. ジェトロが負担する現地滞在プログラム実施期間中の参加費用は原則1社／1名まで。

2. 意思決定権のあるCXOクラスの方の渡航をお願いします。

3. 必要に応じて、現地交渉先との面談等にもメンターおよびジェトロ職員が同行させていただきます。帰国後の成果把握、進捗確認等への協力をお願いします。

4. 本プログラムの選考通過後は、ジェトロ事業の紹介、成果報告のための外部公開をする場合がありますので、ご了承ください。

（公開内容は事前に確認を行います）

5. 原則、他のJ-StarXプログラムにて渡航プログラムに参加していないこと。

免責事項を確認ならびに承諾のうえ応募をお願いします

免責事項

・如何なる理由においても、採択通知（審査結果が記載されたメール）受領後のキャンセルは認められません

・キャンセル料、もしくは変更料が発生する場合は参加企業／チームにて負担いただきます

キャンセル規定

https://www.jetro.go.jp/newsletter/ivd/2025/JStarX_kiyaku_250425.pdf


09 CONTACT｜ お問い合わせ
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実施機関 ジェトロ イノベーション部 スタートアップ課

担当者 近藤・中西

お問い合わせ J-StarX お問い合わせフォーム

コース名 Biomedical Team Formation コース

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Ii60CHc670ClGzcQSUbeBXmfGL5HCMpAudnNPy-FIlZUQlExQ0ZJRkxFSTFRUUkySUw5WU5ONlFRTyQlQCN0PWcu&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Ii60CHc670ClGzcQSUbeBXmfGL5HCMpAudnNPy-FIlZUQlExQ0ZJRkxFSTFRUUkySUw5WU5ONlFRTyQlQCN0PWcu&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Ii60CHc670ClGzcQSUbeBXmfGL5HCMpAudnNPy-FIlZUQlExQ0ZJRkxFSTFRUUkySUw5WU5ONlFRTyQlQCN0PWcu&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Ii60CHc670ClGzcQSUbeBXmfGL5HCMpAudnNPy-FIlZUQlExQ0ZJRkxFSTFRUUkySUw5WU5ONlFRTyQlQCN0PWcu&route=shorturl
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